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【
平
成
18
年
11
月
】

ラ
ー
ル
市
の
菊
ま
つ
り
開
催
10
周

年
を
記
念
し
、
笠
間
稲
荷
神
社
の

菊
人
形
と
花
を
展
示
。
交
流
が
始

ま
る
。

【
平
成
20
年
11
月
】

ミ
ュ
ラ
ー
市
長
な
ど
5
名
が
笠
間

の
菊
ま
つ
り
を
視
察
。

【
平
成
21
年
10
月
】

笠
間
稲
荷
神
社
の
塙
宮
司
や
山
口

市
長
な
ど
が
ラ
ー
ル
市
を
表
敬
訪

問
。
笠
間
市
の
児
童
の
絵
画
を
展

示
し
、
絵
画
交
流
が
開
始
。

【
平
成
25
年
8
月
】 

ラ
ー
ル
市
の
園
芸
課
長
が
笠
間

稲
荷
神
社
で
、
菊
の
千
輪
咲
き
、

菊
人
形
作
り
の
技
術
研
修
を
受

け
る
。

【
平
成
27
年
11
月
】

ミ
ュ
ラ
ー
市
長
以
下
9
名

　

平
成
30
年
5
月
13
日
、
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ

ン
ベ
ル
ク
州
ラ
ー
ル
市
内
に
あ
る
州
庭
園
で
行
わ

れ
て
い
る
日
本
Ｄ
ａ
ｙ
に
あ
わ
せ
て
、
笠
間
市
と

ラ
ー
ル
市
の
友
好
都
市
協
定
の
締
結
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

ラ
ー
ル
市
は
、ド
イ
ツ
国
内
で
唯
一
「
菊
ま
つ
り
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
日
本
最
古
の
菊
ま
つ
り
の

会
場
と
な
っ
て
い
る
笠
間
稲
荷
神
社
と
の
縁
が

き
っ
か
け
と
な
り
、
平
成
19
年
か
ら
笠
間
市
と
の

交
流
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
平
成
29
年
7
月
、
ラ
ー
ル
市
の
ミ
ュ

ラ
ー
市
長
か
ら
「
州
庭
園
シ
ョ
ー
」
の
招
待
を
受
け

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
交
流
を
さ
ら
に
深
め
、

更
な
る
繁
栄
に
向
け
て
、
在
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
総
領
事

の
立
会
い
の
も
と
、
友
好
都
市
協
定
の
締
結
に
至

り
ま
し
た
。

　

日
本
か
ら
お
よ
そ
9
千
km
。
空
路
約
11
時
間
で
欧

州
屈
指
の
大
空
港
で
あ
る
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
マ

イ
ン
国
際
空
港
に
降
り
立
ち
ま
し
た
。
北
緯
50
度

3
分
に
あ
る
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
は
サ
ハ
リ
ン
の
中

央
部
と
同
じ
緯
度
に
な
り
、
平
均
気
温
は
笠
間
市

と
比
較
す
る
と
10
度
前
後
も
低
い
と
こ
ろ
で
す
。

友
好
都
市
協
定
の
締
結

中
世
の
風
薫
る
街

ラ
ー
ル
市
を
訪
ね
る

こ
れ
ま
で
の
交
流

更
な
る
繁
栄
と
永
遠
の
友
好
を
誓
う

ラール市で行われた締結式
クラッシック音楽の演奏で歓迎

在ミュンヘン総領事の
あいさつ

特 集

新
た
な
歴
史
の
1
頁
と
し
て
刻
ま
れ
、

友
好
は
永
遠
に
続
く
こ
と
に
な
る
。

（山口市長）

日本

笠間市

菊まつりが縁 友好都市協定締結

笠間の菊まつり

交流のしるしとして、ドイツに
渡り釉薬の研究をした陶芸作家 
井
いのうえ

上 英
ひ で き

基さんの作品を贈呈。
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友
好
都
市
協
定
を
締
結
し
た
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ

ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
ラ
ー
ル
市
は
、
こ
こ
か
ら
南
に

約
2
2
0
km
の
位
置
に
あ
り
ま
す
。

　

ラ
ー
ル
市
出
迎
え
の
バ
ス
に
乗
り
込
み
、
ア
ウ

ト
バ
ー
ン
を
走
り
ま
す
。
幸
か
不
幸
か
、
こ
の
日

は
晴
天
。
外
に
い
る
と
き
は
湿
度
が
低
い
の
で
、

か
ら
っ
と
し
て
い
て
す
ご
し
や
す
い
気
候
で
す
が
、

移
動
の
バ
ス
は
エ
ア
コ
ン
が
故
障
し
て
い
て
、
車

内
は
蒸
し
暑
さ
と
ア
ウ
ト
バ
ー
ン
の
イ
メ
ー
ジ
と

は
程
遠
い
渋
滞
の
洗
礼
を
受
け
ま
し
た
。

　

予
定
よ
り
遅
れ
て
ラ
ー
ル
市
に
到
着
す
る
と
、

ド
イ
ツ
流
の
歓
迎
で
、「
コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ
イ
ク
」
の

お
も
て
な
し
。
続
い
て
市
内
各
所
を
案
内
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

ラ
ー
ル
市
は
、
人
口
4
万
4
千
人
で
笠
間
市
の

お
よ
そ
6
割
。
沿
道
に
は
人
が
あ
ふ
れ
、
賑
わ
い

を
み
せ
て
い
ま
し
た
。
街
並
み
は
欧
州
ら
し
く
古

い
城
壁
と
旧
市
街
を
活
か
し
つ
つ
、
中
心
地
に
は

商
業
施
設
な
ど
が
ま
と
ま
っ
て
並
び
、
コ
ン
パ
ク

ト
な
ま
ち
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
道
路
は

歩
道
を
優
先
し
た
造
り
で
幅
広
く
、
そ
の
構
造
は

石
畳
み
で
あ
り
、
日
本
人
が
イ
メ
ー
ジ
す
る
欧
州

の
街
並
み
。
沿
道
の
カ
フ
ェ
に
は
、
テ
ー
ブ
ル
と

イ
ス
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
が
必

ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
あ
り
ま
す
。

　

街
の
シ
ン
ボ
ル
は
、
お
よ
そ
8
0
0
年
前
に
建

て
ら
れ
た
中
心
地
に
あ
る
古
い
城
郭
。
そ
の
て
っ

ぺ
ん
に
は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
巣
を
作
っ
て
い
ま
す
。

昔
、
こ
の
街
は
二
重
の
城
壁
で
囲
ま
れ
て
い
て
、

そ
の
跡
が
今
で
も
残
っ
て
い
ま
す
。
し
ば
ら
く
歩

い
て
い
る
と
、
東
京
方
面
の
有
名
な
テ
ー
マ
パ
ー

ク
に
い
る
錯
覚
を
起
こ
し
ま
し
た
。

　

ラ
ー
ル
市
は
そ
ん
な
中
世
の
薫
り
を
色
濃
く
残

し
た
素
敵
な
街
で
す
。

が
笠
間
の
菊
ま
つ
り
、
流
鏑
馬
を

見
学
。

【
平
成
28
年
10
月
】

塙
宮
司
を
始
め
5
名
が
ラ
ー
ル
市

を
表
敬
訪
問
し
、菊
ま
つ
り
を
視
察
。

【
平
成
29
年
7
月
】 

ミ
ュ
ラ
ー
市
長
か
ら
ラ
ー
ル
市「
州

庭
園
シ
ョ
ー
」の
招
待
を
受
け
る
。

【
平
成
29
年
10
月
】

ラ
ー
ル
市
の
園
芸
課
長
、 

菊
職
人

な
ど
3
名
が
笠
間
市
を
表
敬
訪

問
。
州
庭
園
シ
ョ
ー
の
日
本
庭
園

の
企
画
説
明
と
友
好
都
市
協
定
に

向
け
て
の
協
議
を
行
う
。

【
平
成
30
年
5
月
】

友
好
都
市
協
定
を
締
結

武者に扮する
ミュラー市長

両市の旗を掲げて歓迎してくれました

美しい街並みが広がる
ラール市の中心市街地

締結式の調整を行っていただいた
ラール市職員の方々

笠間市の児童から送られた絵が
展示されています

友
好
な
関
係
を
築
い
て
、

民
間
交
流
を
進
め
て
い
き
た
い
。

（ミュラー市長）

ドイツ

ラール市

菊まつりが縁

ラールの菊まつり

ラール市
　ドイツ南部に位置し、人口4万4千人
の中世の城壁に囲まれた都市。
　ドイツで唯一菊祭りを開催しており、
国内外から約30万人の客が訪れる。 （Lahr）

特 集 更なる繁栄と永遠の友好を誓う
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平
成
28
年
に
は
山
口
市
長
が
ラ
ー
ル
市
か
ら

招
待
を
受
け
訪
独
し
、
ラ
ー
ル
市
の
菊
大
使
に

就
任
し
ま
し
た
。
こ
の
と
き
の
開
会
式
に
は
、

フ
ラ
ン
ス
や
ロ
シ
ア
の
自
治
体
か
ら
も
首
長
な

ど
が
出
席
し
て
い
て
、
国
際
色
豊
か
で
し
た
。

　

菊
ま
つ
り
の
会
場
に
は
、
観
覧
車
が
設
置
さ

れ
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
た
く
さ
ん
の
方
が

集
ま
り
、
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
菊
ま
つ

り
に
関
す
る
商
品
開
発
お
よ
び
販
売
を
行
い
、

収
益
を
上
げ
る
な
ど
商
業
的
な
取
り
組
み
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
市
民
の
参
画
意
識
も
非
常
に
高
く
、

市
民
全
体
で
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
て
い
く
意
識

を
感
じ
ま
し
た
。

　

締
結
式
で
、
ラ
ー
ル
市
の
ミ
ュ
ラ
ー
市
長
は
、

第
二
次
世
界
大
戦
な
ど
日
本
と
ド
イ
ツ
の
境
遇
、

そ
の
後
の
繁
栄
な
ど
に
触
れ
な
が
ら
、
こ
れ
か

ら
両
市
の
友
好
と
民
間
交
流
の
拡
大
に
期
待
し

ま
し
た
。

　

山
口
市
長
は
、
ラ
ー
ル
市
の
コ
ン
パ
ク
ト
な

ま
ち
づ
く
り
は
笠
間
市
の
目
指
す
ま
ち
づ
く
り

の
参
考
に
な
り
ま
す
と
返
し
、
ミ
ュ
ラ
ー
市
長

の
言
わ
れ
た
民
間
交
流
拡
大
の
期
待
に
応
え
て

い
き
た
い
旨
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
現
地
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
も
取
材

に
現
れ
、
ラ
ー
ル
市
側
の
期
待
と
注
目
度
は
、

大
き
な
も
の
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
ラ
ー
ル
市
を
参
考
に
し
て
、
お
し
ゃ

れ
で
素
敵
な
街
、
欧
州
ド
イ
ツ
の
エ
ッ
セ
ン
ス

を
加
え
た
コ
ン
パ
ク

ト
な
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

菊
ま
つ
り
を
始
め
る
前
ま
で
は
観
光
資
源
が

乏
し
か
っ
た
ラ
ー
ル
市
。

　

現
在
は
、
菊
ま
つ
り
を
軸
に
し
た
観
光
施
策

に
よ
っ
て
、
ド
イ
ツ
国
内
外
か
ら
観
光
地
と
し

て
知
ら
れ
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
最
古
の
菊
の
祭
典
で
あ
る
笠
間
の
菊
ま

つ
り
は
、
厚
物
の
三
本
立
て
や
千
輪
仕
立
て
な

ど
仕
立
て
方
が
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
ラ
ー
ル
市

で
は
さ
ま
ざ
ま
な
建
築
物
や
構
造
物
を
活
用
し
、

花
の
飾
り
方
に
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
笠
間
の
菊
人
形
と
は
違
っ
た
人
形
展

示
も
童
話
の
世
界
か
ら
飛
び
出
し
て
き
た
よ
う

な
ワ
ク
ワ
ク
感
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

ド
イ
ツ 

ラ
ー
ル
の
菊
ま
つ
り

締
結
式
を
終
え
て
。

街のシンボルである城郭のほか、凱旋門？
クジャク？のような飾り付けがされていま
す。また、菊のビールなどもラール市が商
品開発しています。

写真右／右から、石松副議長、門前通り商店街
の沼田理事長、笠間市商工会の飯村会長、山口
市長、笠間観光協会の本間会長
写真左／笠間市国際交流協会の木村専務理事

（笠間稲荷神社塙宮司代理）。
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赤穂市

笠間市が結んでいる
姉妹都市・友好都市

　

姉
妹
都
市
、
友
好
都
市
と
は
、
親
善
や
文
化
交
流
を
目
的
に
特
別
な
関

係
を
結
ん
だ
都
市
の
こ
と
で
す
。

　

笠
間
市
で
は
、
友
好
関
係
を
結
ん
だ
こ
と
で
、
行
政
は
も
ち
ろ
ん
民
間

の
交
流
の
活
性
化
を
推
進
し
て
、
両
市
の
発
展
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

市
内
に
は
、
右
の
よ
う
な
交
流
を
図
っ
て
い
る
団
体
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
姉
妹
都
市
、
友
好
都
市
間
で
同
種
の
団
体
と
交
流
を
深
め
て
い
き

た
い
な
ど
の
ご
相
談
が
あ
れ
ば
、
秘
書
課
（
内
線
2
2
5
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

合気道の開祖、植芝盛平翁は、田辺市で生
まれ、遠軽町で開拓のかたわら合気道の基
礎を確立、綾部市で合気道の真髄を悟り、
笠間市で合気の道を究め「合気神社」を建立
しました。その関わりから平成13年5月、
友好都市の盟約を結び、綾部市が加わった
ことで平成20年2月23日に改めて友好都市
宣言書を取り交わしました。

赤穂市は兵庫県の西南端、岡山県との県境にあり、市の
ほぼ中央を名水百選に選ばれた千種川が流れています。
また、南は播磨灘に面し、海岸線は瀬戸内海国立公園の
一角を占めています。赤穂浪士の討ち入りで知られる浅
野氏は、赤穂転封の前は笠間の藩主でした。その縁から、
昭和55年11月7日、姉妹都市の盟約が結ばれました。

田辺市（和歌山県）、 遠軽町（北海道）
綾部市（京都府）

赤穂市（兵庫県）

友好
都市

矢板市は高原山の南麓に広がり、
レンゲツツジの群生で有名な八
方ヶ原を擁する市です。鎌倉時
代に笠間城を築き上げた笠間時
朝と、当時矢板城主であった、
塩谷朝業が親子であったことが
縁で、昭和55年7月23日、姉
妹都市の盟約が結ばれました。

矢板市（栃木県）姉妹
都市

姉妹
都市

笠間市と赤穂市のボーイスカウトによる交歓キャンプ

矢板市
姉妹
都市 これまでの交流

笠間市と矢板市の子ども会による訪問交歓活動

笠間市文化連盟による
文化交流書道展

栃木県 矢板市

京都府 綾部市

和歌山県 田辺市

北海道 遠軽町

兵庫県 赤穂市

茨城県笠間市

特 集 更なる繁栄と永遠の友好を誓う
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筑
波
海
軍
航
空
隊
記
念
館
は
、
映
画

「
永
遠
の
0
」
の
ロ
ケ
地
公
開
を
き
っ
か

け
に
、
平
成
25
年
12
月
か
ら
、
旧
筑
波

海
軍
航
空
隊
跡
地
に
現
存
す
る
旧
司
令

部
庁
舎
を
活
用
し
、
筑
波
海
軍
航
空
隊

と
戦
争
の
歴
史
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
、

一
般
に
公
開
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
多
く
の
皆
さ
ま
か
ら
旧

司
令
部
庁
舎
の
保
存
と
記
念
館
の
存
続

の
声
を
い
た
だ
き
、
こ
れ
ま
で
公
開
し

て
き
た
旧
司
令
部
庁
舎
の
隣
に
新
た
な

展
示
館
を
開
設
し
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。

　

新
し
い
記
念
館
で
は
、
I
T
技
術
を

活
用
し
た
V
R（
仮
想
現
実
）や
A
R（
拡

張
現
実
）
の
体
験
、
映
像
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
提
供
な
ど
、
よ
り
充
実
し
た
展
示
を

ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

筑
波
海
軍
航
空
隊
に
関
す
る

資
料
を
収
集
し
て
い
ま
す

　
記
念
館
で
は
、
筑
波
海
軍
航
空
隊

に
関
す
る
資
料
を
収
集
し
て
い
ま

す
。
皆
さ
ま
が
お
持
ち
の
資
料
で
、

ご
提
供
い
た
だ
け
る
も
の
が
あ
れ

ば
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

筑
波
海
軍
航
空
隊
記
念
館
が

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た

筑
波
海
軍
航
空
隊
記
念
館

住　
　
所　

�

笠
間
市
旭
町
6
5
4

　
　
　
　
　
（�

茨
城
県
立
こ
こ
ろ
の
医
療

セ
ン
タ
ー
敷
地
内
）

電　
　
話　
0
2
9
6
―
73
―
5
7
7
7

開
館
時
間　
午
前
9
時
～
午
後
5
時

　
　
　
　
　
（
最
終
入
場 

午
後
4
時
）

休
館
日　
毎
週
火
曜
日
・
年
末
年
始

　
　
　
　
　
（
12
月
29
日
～
1
月
3
日
）

入
館
料

　
大
人（
18
歳
以
上
）5
0
0
円

　
　
　
※
団
体
20
名
様
以
上 

4
0
0
円

　
小
人（
小
学
生
～
高
校
生
）3
0
0
円

　
　
　
※
団
体
20
名
様
以
上 

2
4
0
円

旧記念館（左）、オープンした記念館（右）

6 3
日
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土
砂
災
害
や
風
水
害
の
発
生
時

に
安
全
に
避
難
す
る
た
め
に
は
、

避
難
所
の
位
置
や
避
難
所
ま
で
安

全
に
到
達
で
き
る
よ
う
な
経
路
を

平
常
時
に
確
認
し
て
お
く
こ
と
が

重
要
で
す
。

　

ま
た
、
洪
水
や
土
砂
災
害
等
が

予
測
さ
れ
る
場
所
を
把
握
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

　

自
宅
や
、
周
辺
を
再
点
検
し
修

理
や
清
掃
が
必
要
な
場
合
は
、
早

め
に
対
処
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

■�「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
」
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

国
土
交
通
省
で
は
災
害
時
の
避

難
や
事
前
の
防
災
対
策
に
役
立
つ

情
報
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

貴
重
品
・
衣
類
・
懐
中
電
灯
・

携
帯
ラ
ジ
オ
等
必
要
最
小
限
の
荷

物
を
い
つ
で
も
持
ち
出
せ
る
よ
う

に
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

災
害
の
恐
れ
が
高
ま
っ
た
と
き

は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
警
戒
情

報
や
、
市
役
所
等
公
的
機
関
の
情

報
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■�

笠
間
市「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

笠
間
市
で
は
い
ざ
と
い
う
と
き
の

た
め
に
防
災
の
し
お
り
を
は
じ
め
さ

ま
ざ
ま
な
情
報
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
防
災
行
政
無
線
放
送
内

容
が
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
や
か
さ
め

～
る
で
確
認
す
る
事
が
で
き
ま
す
。

【
0
1
2
0
―
9
9
6
―
1
3
1
】

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
梅
雨
期
の

長
雨
、
大
雨
な
ど
の
ほ
か
に
、
天

気
の
急
変
が
起
こ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
積
乱
雲
が
現
れ
た
り
、
急

に
空
が
暗
く
な
る
よ
う
な
こ
と
が

起
こ
る
と
、
短
時
間
で
大
雨
が
降
っ

た
り
、
雷
や
ひ
ょ
う
、
竜
巻
な
ど

が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

気
象
庁
か
ら
の
情
報
や
、
空
の
様

子
に
注
意
し
て
早
め
に
身
の
安
全

を
確
保
す
る
よ
う
心
が
け
て
く
だ

さ
い
。

■�

気
象
情
報
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

気
象
庁
で
は
最
新
の
気
象
情
報

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
天
気
予
報

を
は
じ
め
と
し
て
、
各
種
警
報
や

注
意
報
、
雨
の
強
さ
や
、
降
水
短

時
間
予
報
な
ど
も
確
認
す
る
事
が

で
き
ま
す
。

　

災
害
は
い
つ
発
生
す
る
か
分
か

り
ま
せ
ん
。
ま
た
災
害
の
規
模
に

よ
っ
て
は
、
消
防
や
警
察
を
は
じ

め
と
す
る
防
災
関
係
機
関
の
素
早

い
救
助
・
救
援
活
動
が
期
待
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
と
き
は
、「
地
域
住
民
お
互
い

の
助
け
合
い
」
が
大
き
な
力
に
な
り

ま
す
。「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分

た
ち
で
守
る
」
こ
と
を
目
的
に
現
在

市
内
で
は
1
4
5
の
「
自
主
防
災
組

織
」
が
組
織
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域

の
実
情
に
合
わ
せ
た
特
徴
の
あ
る

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
こ
れ
ら
の
自
主
防
災
組

織
の
結
成
や
活
動
を
支
援
し
て
い

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
→

笠
間
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
→

気
象
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
→

「
教
訓
」を
日
ご
ろ
の「
備
え
」に
。

6
月
は「
土
砂
災
害
防
止
月
間
」で
す

【問い合わせ】総務課 危機管理室（内線245）

　毎年、梅雨期の長雨や大雨、台風などにより各地で土砂災害などが発生して
いることから、国では毎年6月を「土砂災害防止月間」と定めています。
　土砂災害や風水害から身を守り被害を最小限に食い止めるには、日ごろの

「備え」が重要です。
　「教訓」をいかして、事前に効果的な「備え」をしておきましょう。

天
気
の
気
配
り
が

大
切
で
す
！

地
域
の
連
携
で

防
災
力
ア
ッ
プ
が

大
切
で
す
！

非
常
時
の
準
備
と

早
め
の
避
難
が

大
切
で
す
！

事
前
の
準
備
が

大
切
で
す
！
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平成30年度　笠間市職員採用試験
1．事務職・消防職	 【採用予定日　平成31年4月1日】

職種・試験区分 採用予定人数 年齢・資格要件

事
　
　
務
　
　
職

A
10名
程度

次のいずれかに該当する人に限る
①�平成6年4月2日以降に生まれた人で、学校教育法による大学（短期大学を除く）
を卒業または平成31年3月31日までに卒業見込みの人
②�平成4年4月2日以降に生まれた人で、学校教育法による大学院を修了または
平成31年3月31日までに修了見込みの人

B 平成9年4月2日以降に生まれた人で、学校教育法による高等学校、短期大学、
高等専門学校を卒業または平成31年3月31日までに卒業見込みの人に限る

特別選抜 2名
程度

①�平成6年4月2日以降に生まれた人で、学校教育法による大学（短期大学を除く）
を平成31年3月31日までに卒業見込みの人
または
②�平成4年4月2日以降に生まれた人で、学校教育法による大学院を平成31年3月
31日までに修了見込みの人
であって、次の③、④のいずれかに該当する人に限る
③�地域活動やボランティア活動等（単位履修活動とは別に主体的な取組み）の実
績があり大学または大学院から推薦を受けた人
④�スポーツや文化活動における全国規模の大会に出場した実績があり、大学ま
たは大学院から推薦を受けた人
※平成30年3月31日までに卒業した方は対象となりません

グローバル枠
（任期付職員）

1名
程度

平成2年4月2日以降に生まれた日本国籍を有しない人で、在留期間を平成31年3
月31日時点まで有し、国際交流基金・日本国際教育支援協会が行う日本語能力
試験においてN2レベル以上の認定を受けた人で次のいずれかに該当する人に限
る
①�学校教育法による大学（短期大学を除く）または大学院を卒業または平成31年
3月31日までに卒業（修了）見込みの人
または
②�学校教育法による大学（短期大学を除く）または大学院に1年以上の留学経験
のある人

消
　
　
防
　
　
職

消防士

A
3名
程度

平成6年4月2日以降に生まれた人で、学校教育法による大学（短期大学を除く）
を卒業または平成31年3月31日までに卒業見込みの人に限る

B 平成9年4月2日以降に生まれた人で、学校教育法による高等学校、短期大学、
高等専門学校を卒業または平成31年3月31日までに卒業見込みの人に限る

救急
救命士

A

1名
程度

平成6年4月2日以降に生まれた人で、学校教育法による大学（短期大学を除く）
を卒業または平成31年3月31日までに卒業見込みの人であって、救急救命士免
許を有する人または平成30年度中に実施される国家試験による救急救命士免許
の取得見込みの人に限る

B

平成9年4月2日以降に生まれた人で、学校教育法による高等学校、短期大学、
高等専門学校を卒業または平成31年3月31日までに卒業見込みの人であって、
救急救命士の免許を有する人または平成30年度中に実施される国家試験による
救急救命士免許の取得見込みの人に限る
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2．専門職	 【採用予定日　平成30年10月1日】
職種・試験区分 採用予定人数 年齢・資格要件

専
　
門
　
職
　

埋蔵文化財
専門職員 1名

昭和48年4月2日以降に生まれた人で、次の要件をすべて満たす人に限る
①�学校教育法による大学（短期大学を除く）または大学院で、考古学または歴史
学の専門課程を修め卒業した人
②�国または、地方公共団体、公益法人、大学その他の調査研究機関において、
埋蔵文化財発掘調査の経験を3年以上有し、かつ報告書執筆業務（共同執筆も
可）の経験がある人
③博物館法第5条に規定する学芸員の資格を有する人

※卒業（修了）見込の方は、平成30年度中に卒業（修了）できない場合は、試験に合格しても採用されません。
※救命救急士免許取得見込みの方は、平成30年度中に実施される国家試験に合格できなかった場合、採用されません。
※申し込みは1人1つの試験区分に限りますのでご注意ください。
※�事務職（グローバル枠）については、任用期間が平成31年4月1日から平成34年3月31日までとなります。

○試験日
【事務職（A・B・特別選抜）】

第1次試験 第2次試験
試 験 日 7月21日（土）・22日（日） 9月15日（土）・16日（日）

【消防職】
第1次試験 第2次試験

試 験 日 7月21日（土）・22日（日） 9月16日（日）
※�第2次試験は第1次試験合格者のみ対象となります。

【事務職（グローバル枠）・専門職（埋蔵文化財専門職員）】
グローバル枠 埋蔵文化財専門職員

試 験 日 9月16日（日） 7月22日（日）

○受験申込手続き（詳しくは採用試験実施要項をご覧ください）
（1）申込書類（所定のもの以外は使用不可）
　①笠間市職員採用試験申込書　②自己紹介書　③履歴書　など
　※試験区分によって提出する書類が異なりますので、要項で必ず確認してください。
（2）申込書類の提出
　●提　出　先　　笠間市役所秘書課人事給与グループ
　●受け付け期間　　6月4日（月）～6月27日（水）　午前8時30分から午後5時15分まで（土日・祝日除く）
　●直接持参または郵送でも受付けます。

3．平成30年度笠間市職員
　　採用試験実施要項の入手方法
●�配布場所
　・笠間市役所秘書課
　・笠間支所地域課
　・岩間支所地域課
　・消防本部総務課
●�市公式ホームページからもダウン
　ロードできます
　（�トピックス→笠間市職員採用試験
　  情報）

【問い合わせ】秘書課（内線554）
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男
女
共
同
参
画
推
進
本
部
（
内
閣
府
男
女

共
同
参
画
局
）
で
は
、
毎
年
6
月
23
日
か
ら

29
日
ま
で
の
1
週
間
を
「
男
女
共
同
参
画
週

間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

家
庭
、
職
場
、
学
校
、
地
域
で
、
男
女
が

お
互
い
を
尊
重
し
、
個
性
と
能
力
を
発
揮
で

き
る
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
へ
の
理
解
を

深
め
る
週
間
で
す
。
私
た
ち
の
ま
わ
り
の
男

女
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
、
こ
の

機
会
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
笠
間
市
で
は
、
今
年
度
か
ら
女
性
の
登
用

や
育
成
お
よ
び
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
の
推
進
な
ど
、
職
場
に
お
け
る
女
性
活
躍

や
男
女
共
同
参
画
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
企
業
を「
キ
ラ
リ
か
さ
ま
優
良
企
業
」と

し
て
認
定
し
ま
す
。
認
定
企
業
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
を
通
じ

て
広
く
情
報
を
提
供

し
、
女
性
活
躍
が
推

進
さ
れ
る
よ
う
、
支

援
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。
こ
れ
ま
で
男
女

共
同
参
画
推
進
事
業

者
と
し
て
認
定
を
受

け
た
企
業
や
新
た
な

企
業
の
応
募
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

◎
平
成
30
年
春
の
叙
勲

　
旭
日
双
光
章

　
　
　

海え

び

は

ら

老
原 

元も
と
ひ
こ彦

さ
ん（
笠
間
）

元
笠
間
市
教
育
委
員
会
委
員
長

　
旭
日
双
光
章

　
　
　

田た
な
か中

　 

正ま
さ
お男
さ
ん（
本
戸
）

元
笠
間
市
議
会
議
員

◎
第
30
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

　
瑞
宝
双
光
章

　
　
　

栗く
り
ば
や
し林

　 

洋よ
う
い
ち一

さ
ん（
手
越
）

元
茨
城
県
警
部

　
瑞
宝
双
光
章

　
　
　

仲な
か
む
ら村

　 

公き
み
か
ず一

さ
ん（
下
郷
）

元
3
等
陸
佐

6
月
23
日
か
ら
29
日
は

男
女
共
同
参
画
週
間
で
す

叙
勲
受
章

お
め
で
と
う

　
　
ご
ざ
い
ま
す

【
問
い
合
わ
せ
】秘
書
課（
内
線
2
2
6
）

N
E
W
！

キ
ラ
リ
か
さ
ま
優
良
企
業
を

募
集
し
ま
す

　

突
然
で
す
が
、「
2
0
2
5
年

問
題
」
を
ご
存
じ
で
す
か
？
こ
れ

は
す
べ
て
の
団
塊
の
世
代
が

2
0
2
5
年
に
75
歳
以
上
と
な

り
、
全
人
口
の
2
割
弱
に
あ
た

る
約
2
2
0
0
万
人
が
75
歳
以

上
と
い
う
超
高
齢
化
社
会
が
訪

れ
る
事
を
言
い
ま
す
。
高
齢
化

社
会
が
進
む
こ
と
で
、
医
療
費

や
介
護
の
負
担
が
増
え
、
老
齢

年
金
の
財
源
な
ど
支
え
る
側
の

負
担
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
増
す

と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
超
高
齢
化
社
会

の
到
来
に
今
か
ら
準
備
で
き
る

事
を
始
め
て
み
る
、
そ
ん
な
問

題
解
決
の
お
手
伝
い
が
で
き
た

ら
嬉
し
い
で
す
。

　
「
や
さ
し
い
保
険
プ
ラ
ザ
友
部

ス
ク
エ
ア
店
」
で
は
生
命
保
険
会

社
24
社
の
取
り
扱
い
が
ご
ざ
い

ま
す
。
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。 考

え
る
?!

2
0
2
5
年

問
題
を
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「
笠
間
の
栗
」
産
地
の
振
興
を
図
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
栗
栽
培
に

挑
戦
す
る
方
や
、
栗
の
栽
培
技
術
の
基
本
を
学
び
た
い
方
を
対
象

に
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
本
講
座
で
は
、
栗
栽
培
に
必
要
な
知
識

と
技
術
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
に
、
栗
栽
培
の
基
礎
や
生
産
・

出
荷
の
実
作
業
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

　

部
分
受
講
も
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
全
講
座
に
出
席
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
て
も
お
申
し
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

◎
対
象
者

　

�

市
内
在
住
で
、
出
荷
を
目
標
と
し
て
意
欲
を
も
っ
て
農
業
経
営

に
取
り
組
む（
予
定
も
含
む
）方
。

　
※�

た
だ
し
、
家
庭
果
樹
を
対
象
と
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
受
講
料　
無
料

◎
定
　
員　
20
名
程
度

◎
申
し
込
み
方
法

　

�

笠
間
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
笠
間
市
役
所
農
政

課
の
窓
口
に
直
接
ま
た
は
お
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
に
あ
た
り
、
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
伺
い
ま
す
。

◎
申
し
込
み
期
限

　
7
月
20
日（
金
）

◎
主
　
催

　

�

笠
間
の
栗
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
会
議
・
笠
間
地
域
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー

「
栗
栽
培
者
講
座
」の

参
加
者
を
募
集

◎講座内容
開催時期（原則半日） 内　　容 場　　所

8月1日（水）
午前9時〜正午

開講式
栗栽培の基礎（品種と栽培の特徴等）
栗ほ場見学・薬剤散布法および草刈り等管理作業実演

園芸研究所　大会議室
（笠間市安居3165-1）

9月頃 収穫・選別等について、栗ほ場見学 市内圃場
12月頃 剪定の基礎・実習 市内圃場

2月頃 病害虫防除について
閉講式

JA常陸友部花
か き

卉センター
（笠間市湯崎1231-1）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
】

　
◎
笠
間
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
（
担
当
：
下し
も
こ
う
べ
河
邉
・
山や
ま
な
か中
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
T
E
L 

0
2
9
6
―
72
―
0
7
0
1

　
◎
農
政
課（
内
線
5
2
7
）

◎
日
　
時　
平
成
30
年
7
月
28
日（
土
）

　
・
午
前
の
部　
午
前
9
時
30
分
～

　
　
　
（
終
了
予
定 

正
午
頃
）

　
・
午
後
の
部　
午
後
1
時
30
分
～

　
　
　
　
（
終
了
予
定 

午
後
4
時
頃
）

◎
場
所　
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
か
さ
ま

（
笠
間
市
南
友
部
1
9
6
6
番
地
1
）

◎
内
容

　
・
お
子
さ
ん
…�

医
師
ま
た
は
看
護
師

の
職
業
体
験

　
　
（�

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
用
し
て
、
ご

家
族
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
の
お
手
伝

い
を
し
ま
す
）

　
・
ご
家
族
…
簡
単
な
健
康
チ
ェ
ッ
ク

　
　
（�

血
圧
・
血
糖
値
・
血
管
年
齢
・
認

知
症
チ
エ
ッ
ク
等
）

　
※�

お
子
さ
ん
、
ご
家
族
と
も
に
、
高

齢
者
疑
似
体
験
・
介
護
食
の
試
食

も
行
い
ま
す
。

◎
対
　
象

　

�
市
内
在
住
で
小
学
校
3
年
生
以
上
の

お
子
さ
ん
と
そ
の
家
族

◎
定
　
員　
24
組

◎
参
加
費　
無
料

◎
申
し
込
み
方
法

�　

�

地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
か
さ
ま（
保
健
セ

ン
タ
ー
）
へ
7
月
6
日（
金
）
ま
で
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
。）

　

夏
休
み
に
ご
家
族
で
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ
で
す
。

　

お
子
さ
ん
は
お
医
者
さ
ん
や
看
護
師
さ
ん
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
用
し
て
職
業
体
験
を
、

ご
家
族
の
皆
さ
ん
は
血
糖
検
査
な
ど
の
簡
単
な
健
康
チ
エ
ッ
ク
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
高
齢
者
疑
似
体
験
、
介
護
食
の
試
食
も
で
き
ま
す
。

　

ご
家
族
で
参
加
し
て
、
夏
休
み
の
思
い
出
づ
く
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
保
健
セ
ン
タ
ー　
T
E
L
0
2
9
6
―
77
―
9
1
4
5

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
健
康
体
験
」

夏
休
み
イ
ベ
ン
ト

参
加
者
を
募
集

※9月以降の開催日など詳細については、後日お知らせします。
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4
月
25
日
（
水
）、
大
相
撲
春
巡
業
の

笠
間
場
所
が
笠
間
市
民
体
育
館
で
開
か

れ
、
茨
城
県
出
身
の
横
綱 

稀
勢
の
里

関
や
大
関 

高
安
関
な
ど
を
一
目
見
よ

う
と
市
内
外
か
ら
約
2,
3
0
0
人
の

方
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

巡
業
場
所
で
は
、
取
組
の
際
テ
レ
ビ

で
は
味
わ
え
な
い
力
士
同
士
が
ぶ
つ
か

り
合
う
衝
撃
音
を
感
じ
た
り
、
力
士
と

の
写
真
撮
影
を
し
た
り
、
相
撲
を
よ
り

身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

特
に
横
綱 

稀
勢
の
里
関
の
土
俵
入
り

で
は
、
一
際
大
き
な
声
援
が
送
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
開
始
に
あ
た
り
笠
間
特
別
観

光
大
使
の
N
E
V
A 

G
I
V
E 

U
P

が
国
歌
斉
唱
を
独
唱
し
華
を
添
え
る
な

ど
、
笠
間
市
が
熱
く
盛
り
上
が
っ
た
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

大
相
撲
笠
間
場
所
が

や
っ
て
き
た

横綱稀勢の里の土俵入り

　

4
月
29
日
（
日
）、
合
気
神
社
で
大
祭

が
行
わ
れ
、
国
内
外
か
ら
集
ま
っ
た
約

1,
4
0
0
名
の
人
々
が
見
守
る
中
、

植う
え
し
ば芝 

守も
り
て
る央
道
主
、
植う
え
し
ば芝 

充み
つ
て
る央
茨
城
支

部
道
場
長
が
奉
納
演
武
を
行
い
ま
し

た
。

　

合
気
道
は
現
在
、
1
3
0
を
超
え
る

国
や
地
域
に
広
が
っ
て
い
て
、
合
気
道

の
聖
地
と
呼
ば
れ
て
い
る
合
気
神
社
に

は
、
日
本
中
は
も
ち
ろ
ん
世
界
中
の

人
々
が
参
拝
に
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、ブ
ラ
ジ
ル
や
ブ
ル
ガ
リ
ア
、

ド
イ
ツ
な
ど
か
ら
内
弟
子
5
名
が
、
い

つ
も
の
稽
古
着
か
ら
ス
ー
ツ
に
着
替
え

参
加
し
ま
し
た
。

　

8
月
4
日
に
は
全
国
高
等
学
校
合
気

道
演
武
大
会
が
行
わ
れ
、
来
年
開
か
れ

る
い
き
い
き
茨
城
ゆ
め
国
体
で
は
、
合

気
道
が
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
種
目

と
な
っ
て
い
ま
す
。

合
気
道
の
聖
地
で
大
祭

演武を披露する植芝道主

　

4
月
12
日
（
木
）、
地
域
医
療
セ
ン

タ
ー
か
さ
ま
で
、
み
ん
な
の
相
談
室
～

メ
デ
ィ
カ
ル
カ
フ
ェ
～
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　

メ
デ
ィ
カ
ル
カ
フ
ェ
は
、市
立
病
院
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
保
健
セ
ン

タ
ー
が
連
携
し
て
行
う
事
業
で
、
医
師

を
は
じ
め
理
学
療
法
士
や
保
健
師
な
ど

の
専
門
職
の
方
の
話
を
聞
い
た
り
、
日

ご
ろ
の
悩
み
や
受
診
の
と
き
で
は
聞
き

に
く
い
こ
と
な
ど
を
気
軽
に
相
談
し
た

り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

毎
月
一
回
、
木
曜
日
に
開
催
さ
れ
、

だ
れ
で
も
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
カ
フ
ェ
で
は
自
ら
が
健
康
づ
く
り

を
進
め
る
き
っ
か
け
づ
く
り
を
提
案
し

て
い
き
ま
す
。

み
ん
な
の
相
談
室

～
メ
デ
ィ
カ
ル
カ
フ
ェ
～

を
開
催

専門職と気軽に相談することができます。

　

4
月
23
日（
月
）、
市
が
今
年
度
か
ら

導
入
し
た「
就
学
前
教
育
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
」
の
役
割
や
取
り
組
み
に
つ
い
て

説
明
会
が
行
わ
れ
、
市
内
幼
稚
園
や
保

育
所
の
関
係
者
な
ど
約
25
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

就
学
前
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
、
発

達
障
害
や
知
的
障
害
な
ど
特
別
な
支
援

を
必
要
と
す
る
子
ど
も
へ
の
対
応
を
小

学
校
入
学
前
の
早
い
段
階
か
ら
進
め

て
、
そ
の
子
に
あ
っ
た
適
切
な
対
応
に

つ
な
げ
て
い
く
も
の
で
す
。
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
に
就
い
た
臨
床
発
達
心
理
士
の

内う
ち
だ田 
幸ゆ
き
え枝
さ
ん
は
、「
ど
ん
な
子
ど
も

に
対
し
て
も
適
切
な
教
育
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
手
助
け
し
て
い
き
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
各
幼
児
教
育
施
設
を
巡
回

し
て
、
発
達
障
害
な
ど
の
早
期
発
見
と

切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。 就

学
前
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

が
ス
タ
ー
ト

参加者へ役割や取り組みについて
説明を行う内田さん
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5
月
12
日
（
土
）、
愛
宕
山
で
「
カ
ス

ミ
共
感
創
造
の
森
」
づ
く
り
が
行
わ
れ

ま
し
た
。株
式
会
社
カ
ス
ミ
が
主
催
し
、

関
係
者
の
方
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
な

ど
約
7
0
0
名
が
参
加
し
、
15
種
類
約

3,
0
0
0
本
を
植
樹
し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
植
樹
な
ど
の
森

林
づ
く
り
を
体
験
す
る
こ
と
で
自
然
に

親
し
み
、
環
境
保
全
の
大
切
さ
を
共
感

す
る
長
期
的
な
活
動
で
、
今
回
で
8
回

目
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
植
え
た
数
は
約

2
万
本
に
な
り
ま
す
。

　

株
式
会
社
カ
ス
ミ
取
締
役
の
小
浜
会

長
は
、「
8
年
前
に
植
え
た
桜
の
木
が
、

現
在
は
2
、
3
倍
の
背
丈
に
な
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
成
長
し
て
花
が
咲
く
の

が
楽
し
み
で
す
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

7
0
0
人
が

3
千
本
を
植
樹

参加者の皆さん

　　

5
月
2
日
（
水
）、
か
さ
ま
環
境
を
考

え
る
会
（
吉よ

し
た
け武 

和わ
じ
ろ
う
治
郎
会
長
）
が
、
美

し
い
郷
土
の
保
全
と
住
み
よ
い
環
境
づ

く
り
に
長
年
尽
力
さ
れ
た
功
績
が
認
め

ら
れ
、
環
境
保
全
茨
城
県
民
会
議
議
長

か
ら
表
彰
を
う
け
、
市
に
表
敬
さ
れ
ま

し
た
。

　

同
会
は
、
笠
間
市
の
す
ば
ら
し
い
環

境
を
保
全
す
る
た
め
に
市
と
協
働
で
、

身
近
な
自
然
や
環
境
の
保
全
に
つ
い
て

考
え
、
自
主
的
な
活
動
を
展
開
し
て
い

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。
取
り
組

み
と
し
て
は
、
自
然
観
察
会
の
開
催
や

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
を
は
じ
め
と
す
る

特
定
外
来
生
物
を
増
や
さ
な
い
よ
う
に

防
除
の
実
施
、
そ
の
他
に
も
不
法
投
棄

の
防
止
や
環
境
に
関
す
る
研
修
視
察
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

環
境
保
全
茨
城
県
民
会
議

議
長
賞
を
受
賞

左から、吉武さん、近藤副市長

　

5
月
10
日
（
木
）、
子
ど
も
た
ち
の
食

や
農
業
へ
の
興
味
関
心
を
高
め
る
た

め
、
J
A
常
陸
か
ら
市
内
全
小
学
校
・

義
務
教
育
学
校
・
特
別
支
援
学
校
に
保

護
教
材
「
農
業
と
わ
た
し
た
ち
の
く
ら

し
」
が
寄
贈
さ
れ
、
J
A
常
陸
代
表
理

事
専
務
の
森も

り 

貞さ
だ
お男
さ
ん
か
ら
、
今
泉

教
育
長
へ
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
に
向
け
て
食
農
教
育
な

ど
を
行
う
こ
の
取
り
組
み
は
、
今
年
で

10
年
目
に
な
り
ま
す
。
J
A
常
陸
の
森

さ
ん
は
「
私
た
ち
は
動
物
や
植
物
の
命

を
い
た
だ
い
て
生
き
て
い
る
。
子
ど
も

た
ち
に
命
を
育
む
農
業
の
大
切
さ
を
感

じ
た
う
え
で
、
い
た
だ
き
ま
す
、
ご
ち

そ
う
さ
ま
、
を
言
っ
て
も
ら
え
た
ら
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

寄
贈
さ
れ
た
教
材
は
各
学
校
で
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「�

農
業
と
わ
た
し
た
ち
の

 

く
ら
し
」を
寄
贈

左から、今泉教育長、森さん

　

5
月
3
日（
木
）、
か
さ
ま
歴
史
交
流

館
井
筒
屋
で
ク
ル
ー
ズ
ト
レ
イ
ン

「
T
R
A
I
N 

S
U
I
T
E
四
季
島
」（
以

下
、四
季
島
）の
総
料
理
長 

岩い
わ
さ
き崎 

均ひ
と
しシ
ェ

フ
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
＆
笠
間
の
食

材
を
使
用
し
た
特
製
ラ
ン
チ
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
岩
崎
シ
ェ
フ
は

「
四
季
島
は
地
域
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
。

地
域
の
良
い
も
の
を
多
く
の
方
に
伝
え

て
い
き
た
い
。
笠
間
の
食
材
や
笠
間
焼

は
質
が
高
く
と
て
も
評
判
が
良
い
」
と

四
季
島
と
笠
間
の
魅
力
を
P
R
し
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
四
季
島
で
使
わ
れ
て
い
る

常
陸
牛
や
笠
間
産
の
栗
、
し
い
た
け
、

さ
つ
ま
い
も
を
使
用
し
た
カ
レ
ー
ラ
イ

ス
と
ス
ー
プ
の
特
製
ラ
ン
チ
が
参
加
者

に
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　

四
季
島
で
は
、
笠
間
の
食
材
の
ほ
か

和
食
器
は
す
べ
て
笠
間
焼
が
使
わ
れ
て

い
る
と
の
こ

と
。
豪
華
列

車
に
認
め
ら

れ
た
笠
間
の

素
材
が
今
日

も
優
雅
な
旅

に
花
を
添
え

て
い
ま
す
。

岩
崎
シ
ェ
フ
に
よ
る

笠
間
食
材
セ
レ
ク
シ
ョ
ン

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
＆
ラ
ン
チ笠間の魅力を語る岩崎シェフ
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ガ
ル
テ
ン
と
地
域
を
つ
な
ぐ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
メ
デ
ィ
ア
に

　

着
任
し
て
は
じ
め
て
の
春
が
過
ぎ
、

活
動
拠
点
で
あ
る
笠
間
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル

テ
ン
か
ら
見
え
る
里
山
の
景
色
は
、
優

し
い
萌
黄
色
か
ら
日
に
日
に
濃
い
緑
色

に
変
化
し
て
い
ま
す
。
笠
間
の
こ
の
里

山
の
景
色
に
触
れ
、
移
ろ
い
ゆ
く
景
色

の
美
し
さ
や
、
同
じ
緑
で
も
こ
ん
な
に

も
さ
ま
ざ
ま
な
色
が
あ
る
こ
と
に
感
動

す
る
毎
日
で
す
。

　

そ
し
て
こ
の
春
、
活
動
拠
点
で
あ
る

ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
か
ら
、
ガ
ル
テ
ン

通
信
〈
G
A
R
T
E
N 

L
E
T
T

E
R
〉
を
創
刊
し
ま
し
た
。
ク
ラ
イ
ン

ガ
ル
テ
ン
の
様
子
や
季
節
の
イ
ベ
ン
ト

情
報
、
素
敵
な
二
地
域
居
住
を
実
現
し

て
い
る
方
々
の
ガ
ル
テ
ン
ラ
イ
フ
の
紹

介
や
周
辺
の
地
域
情
報
な
ど
な
ど
…
。

今
後
も
定
期
的
に
発
行
し
、
よ
り
充
実

し
た
内
容
に
す
べ
く
頑
張
り
ま
す
。
そ

し
て
、
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
と
ガ
ル
テ

ナ
ー
の
皆
さ
ん
、
地
域
を
つ
な
ぐ
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
愛
さ
れ

る
情
報
誌
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ガ
ル
テ
ン
通
信
は
、
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル

テ
ン
を
は
じ
め
、
市
内
の
図
書
館
や
公

民
館
な
ど
に
も
配
置
し
て
い
ま
す
。
見

か
け
た
ら
ぜ
ひ
お
手
に
取
っ
て
応
援
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

活動報告 No.
58

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

久く

ぼ保　
葵あ

お
い（

28
歳
） 

東
京
都
よ
り
移
住

　地域おこし協力隊とは、総務省が平成21年
度から取り組んでいる制度で、都市部の意欲
ある人材が地方へ移住（最長3年）し、地域力
の維持・強化を目的とした支援活動を行うも
のです。

ブログやフェイスブックもご覧ください
ブログ▶http://ameblo.jp/kasamart-wa/
Facebook▶http://www.facebook.com/

Kasamartowa
【問い合わせ】まちづくり推進課（内線538）

地域おこし協力隊とは

ガルテナーさんへ全戸配布

ガルテン通信
〈GARTEN LETTER〉

　

市
政
懇
談
会
と
は
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の

市
政
に
対
す
る
ご
意
見
ご
要
望
な
ど
に
つ
い
て
、
市

長
と
気
軽
に
話
し
合
い
交
流
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
開
催
す
る
も
の
で
す
。

　

7
月
に
開
催
す
る
市
政
懇
談
会
の
日
程
に
つ
き

ま
し
て
は
下
記
の
通
り
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※�

昨
年
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
13
会
場
、
延
べ

2
1
2
人
の
方
々
と
意
見
交
換
を
実
施
し
、
い
た

だ
い
た
ご
意
見
ご
要
望
を
も
と
に
し
た
改
善
を

行
い
ま
し
た
。
今
年
は
、
第
2
次
総
合
計
画
7
つ

の
政
策
に
沿
っ
た
テ
ー
マ
で
懇
談
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

日　　時 場　　所 テ　ー　マ

7月  6日（金）
午後7時～8時30分

地域交流センターいわま
「あたご」 教育・文化分野 就学前教育、学校教育、芸術・文化、

スポーツ関係

7月12日（木）
午後7時～8時30分

地域交流センターともべ
「トモア」 生活・環境分野 防災、危機管理、消防・救急、防犯、

環境保全関係

7月18日（水）
午後7時～8時30分 かさま歴史交流館井筒屋 都市基盤分野 市街地整備、空家空地対策、道路、

河川、生活排水整備関係

市
政
懇
談
会

◎開催スケジュール

懇談会の様子

（平成30年度の市政懇談会は7月で終了予定です）
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1 日

人生フルーツ上映会
10：00、13：00、16：00、19：00

（地域交流センターともべ「トモア」℡0296-71-
6637）

2 月 いこいの家はなさか 休館日
（いこいの家 はなさか ℡0296-77-5110）

3 火

4 水

5 木

6 金

7 土

8 日

普通救命講習会　9：00～12：00
消防本部　3階

（笠間市消防本部 ℡0296-73-0119）　
天狗の郷バザールdeいわま　9：00～15：00　

地域交流センターいわま「あたご」
（根本 ℡090-3009-7883）

9 月 いこいの家はなさか 休館日

10 火

11 水

12 木

13 金

14 土

15 日

16 月

17 火 いこいの家はなさか 休館日

18 水

特設無料人権相談　10：00～15：00
地域福祉センターともべ（旧友部社会福祉会館）

（社会福祉課 内線157）
行政相談　13：00～15：00　

地域福祉センターともべ（旧友部社会福祉会館）
（秘書課 内線225）

行政書士無料相談会　13：00～16：00　
　笠間市役所本所1階ロビー（秘書課 内線225）　

19 木

みんなの相談室～メディカルカフェ～
 14：00～15：30
テーマ「お家で受ける看護とリハビリ」

（笠 間 市 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー ℡0296-78-
5871）※予約制

20 金
地域児童相談　9：30～16：00

笠間支所会議室
（子ども福祉課 内線164）※完全予約制　　

21 土

22 日
友部駅前フリーマーケット　9：00～13：00

地域交流センターともべ「トモア」まちの広場
（佐藤 ℡090-3245-0880）

23 月 いこいの家はなさか 休館日

24 火

25 水

26 木

27 金

28 土 カサマルシェ　9：00～12：00
友部公民館前（農政課　内線527）

29 日 休日納税相談窓口【市役所本所】　8：30～12：00
（収税課 内線118）

30 月 いこいの家はなさか 休館日

31 火

情報カレンダー 7月

※笠間子育て支援センター『みつばち』は、毎週月～金曜日に開設します（かさまこども園内9：30～16：00）。祝日は休み。
※�岩間子育て支援センター『くりのこ』は、毎週月・水・金曜日に開設します（市民センターいわま内10：00～16：00）。
　祝日は休み。
※友部子育て支援センター『かんがるー』は、毎週月～金曜日に開設します（笠間市児童館内9：00～16：00）。
※保健センターで実施する、健診・予防接種などは、保健センター年間予定表をご覧ください。

曜日 場所 時間 窓口延長課

日曜日 市役所本所 8：30～12：00 市民課収税課（月末のみ）

火曜日 岩間支所 17：15～19：30 市民窓口課

水曜日 市役所本所 17：15～19：30 市民課、保険年金課税務課、収税課

木曜日 笠間支所 17：15～19：30 市民窓口課
※上記以外の窓口の延長業務は行っていません。

日付 曜日 病院名 電話番号
毎週 日 笠間市立病院 0296-77-0034

16日 月 てらだ内科消化器科 0296-70-5500

※�平日夜間19：00～21：00（土曜日・祝日・年末年始を除く）
は笠間市立病院で初期救急診療を行っています。

※�当番医は変更になる場合がありますので、確認の上、 
　診療を受けてください。

窓口延長サービス 7月の休日救急診療当番 9：00～17：00
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市
で
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
図
る
た
め
に
、
専
門
的
資
格

を
有
す
る
人
材
の
確
保
に
努
め

て
い
ま
す
。
今
は
住
民
の
皆
さ
ん

か
ら
の
要
望
が
多
様
化
し
、
専
門

的
資
格
を
有
す
る
職
員
、
い
わ
ゆ

る
専
門
職
で
な
け
れ
ば
対
応
で

き
な
い
事
案
が
多
く
な
っ
て
き

て
い
る
状
況
で
す
。
ま
た
専
門
職

が
対
応
す
る
こ
と
で
皆
さ
ん
の

理
解
度
も
深
ま
っ
て
い
く
と
思

い
ま
す
。

　

現
在
市
に
は
、
建
築
士
、
保
健

師
、看
護
師
、ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、

管
理
栄
養
士
、
社
会
福
祉
士
、
図

書
館
司
書
等
の
専
門
職
が
い
ま

す
。
今
後
は
、
臨
床
心
理
士
、
歴

史
学
芸
員
さ
ら
に
は
、
資
格
は
有

し
て
い
な
く
て
も
法
律
や
税
務
、

外
国
語
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
一
定
の

必
要
な
知
識
を
有
す
る
人
材
の

確
保
も
重
要
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　

ま
た
、
日
本
語
能
力
の
あ
る
外

国
の
方
の
採
用
も
予
定
し
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
す
べ
て
の
方
を
正
規

職
員
と
し
て
採
用
す
る
こ
と
に

は
課
題
も
あ
り
、
任
期
付
き
職
員

と
し
て
対
応
し
て
い
く
こ
と
も

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
方
で
専
門
職
が
集
ま
ら
な
い

と
い
う
大
き
な
課
題
も
あ
り
、
人

材
確
保
の
難
し
さ
も
あ
り
ま
す
。

　

働
く
場
所
と
し
て
の
市
役
所

の
魅
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、
優

秀
な
専
門
職
を
確
保
す
る
こ
と

で
今
ま
で
以
上
に
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
努
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　笠間市国際交流協会の活動に参加され、その後帰国して世界中で暮らしている海外の友達からの便りや、メッセージ
をご紹介します。今月は4年間笠間市岩間の東京大学大学院生命科学研究科で博士課程を修了されて、フィリピンに帰
国したJosh Octuraさんからのメッセージです。さあ、世界に友達を作って交流を始めましょう。

Hello!
That sounds really good. 
Can I present everything in English if ever? And what 
kind of presentation shall I give?
I think Rotary club can really be of big help to my 
country. I just want to know how the presentation 
should be. I will try to spare some of my time for the 
preparation.

こんにちは!
それはとても素晴らしいね。
私がやるとしても、すべて英語でやっていいのですか？それ
から、どんな種類のプレゼンテーションをしたらいいのです
か？
ロータリークラブは私の国への本当に大きな援助になると期
待してます。それにはいかにプレゼンテーションすべきか
ちょっと知りたいです。準備の時間を作るようにします。

【申し込み・問い合わせ】一般社団法人 笠間市国際交流協会　TEL 090-2761-8711（木
き む ら

村 美
み え こ
枝子）

　
日
時　
7
月
22
日（
日
）

　
　
　
　
　
午
後
6
時
30
分
か
ら

　
会
場　
庭
カ
フ
ェ
K
U
L
A

　
会
費　
2,
0
0
0
円

　
　
　
　
　（
軽
食
&
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
）

　

昨
年
大
変
好
評
で
し
た
サ
ル
サ
を
踊

る
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
国
際

交
流
協
会
で
は
出
演
し
た
い
外
国
人
の

ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
、
ボ
ー
カ
リ
ス
ト

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
人
数
・
楽
器
・

演
奏
さ
れ
る
曲
名
と
曲
数
を
明
記
し
て

6
月
20
日
ま
で
に
国
際
交
流
協
会
ま
た

は
、
庭
カ
フ
ェ
K
U
L
A
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
出
演
者
多
数
の
場
合
は
選

考
後
通
知
し
ま
す
。

　

ま
た
、
自
由
参
加
の
サ
ル
サ
ダ
ン
ス

の
中
か
ら
会
場
の
投
票
で
、
J
T
B
の

旅
行
券
の
賞
品
が
当
た
り
ま
す
。
み
な

さ
ん
、
振
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
は
国
際
交
流
協
会
の
F
B

メ
ッ
セ
ー
ジ
へ
先
着
50
人
で
締
め
切
り

ま
す
。

◎
7
月
の
日
本
語
教
室

　
7
日（
土
）・
14
日（
土
）・
21
日（
土
）

　
会
場　
ト
モ
ア　
午
前
10
時
か
ら

＊
外
国
人
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す佐白山お花見ハイキング

7
月
の
国
際
交
流
情
報

国
際
交
流
サ
マ
ー
ナ
イ
ト
・

サ
ル
サ
・
パ
ー
テ
ィ
ー

市長コラム
専
門
職
員
の
確
保医師や看護師など専門職との相談会

みんなの相談室〜メディカルカフェ〜
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市
内
陶
芸
家
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
市

内
小
中
学
校
で
「
第
18
回
全
国
こ
ど
も
陶

芸
展
in
か
さ
ま
」
に
出
品
す
る
た
め
の
陶

芸
教
室
を
開
催
し
、
子
ど
も
た
ち
が
創
意

工
夫
し
た
力
作
ぞ
ろ
い
の
作
品
が
で
き
あ

が
り
ま
し
た
。
入
賞
作
品
と
中
学
3
年
生

の
作
品
は
、
7
月
27
日
か
ら
茨
城
県
陶
芸

美
術
館
で
開
催
さ
れ
る
「
第
18
回
全
国
こ

ど
も
陶
芸
展
in
か
さ
ま
」
に
展
示
さ
れ
ま

す
。 市

内
小
中
学
校
で

陶
芸
教
室
を
開
催
し
ま
し
た

健康ホットライン

患
者
さ
ん
に
お
薬
を
渡
す
時
に
薬

の
飲
み
方
に
つ
い
て
よ
く
聞
か
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

様
々
な
質
問
を
お
聞
き
し
ま
す
が
、

食
後
と
い
う
の
は
食
事
を
摂
っ
て
か

ら
直
ぐ
で
い
い
の
？
食
前
だ
け
ど
い

つ
飲
め
ば
い
い
の
？
と
い
っ
た
飲
み

方
の
相
談
を
多
く
受
け
ま
す
。
食
後
・

食
前
と
い
う
の
は
そ
れ
ぞ
れ
食
事
を

し
て
か
ら
30
分
位
の
間
、
食
事
を
す

る
30
分
位
前
が
目
安
に
な
り
ま
す
。

目
安
な
の
で
多
少
の
前
後
は
そ
れ
ほ

ど
問
題
は
な
い
で
す
が
、
糖
尿
病
の

薬
や
食
事
の
影
響
を
受
け
や
す
い
薬

な
ど
は
注
意
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

薬
を
飲
む
と
き
の
飲
み
物
に
つ
い
て

も
聞
か
れ
ま
す
。
お
す
す
め
す
る
の

は
水
、
白
湯
で
す
。
薬
の
成
分
が
水

で
薄
め
ら
れ
る
こ
と
で
喉
に
付
着
し

て
炎
症
を
予
防
し
た
り
、
胃
の
粘
膜

へ
の
刺
激
を
軽
減
で
き
る
な
ど
理
由

が
あ
り
ま
す
。

逆
に
濃
い
お
茶
や
ジ
ュ
ー
ス
、
牛

乳
、
ア
ル
カ
リ
イ
オ
ン
水
は
避
け
た

方
が
い
い
で
し
ょ
う
。
な
ん
で
ダ
メ

な
の
？
と
疑
問
に
感
じ
ら
れ
る
と
思

い
ま
す
が
、
こ
れ
に
も
理
由
が
あ
り

ま
す
。
例
え
ば
血
圧
の
薬
の
中
で
グ

レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
ジ
ュ
ー
ス
と
併
用

す
る
こ
と
で
薬
の
効
果
を
強
め
て
し

ま
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
グ

レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
に
含
ま
れ
る
天
然

フ
ラ
ボ
ノ
イ
ド
成
分
が
肝
臓
や
消
化

管
粘
膜
に
存
在
す
る
薬
を
代
謝
す
る

酵
素
を
抑
え
る
た
め
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

他
に
は
、
お
茶
と
貧
血
に
使
わ
れ

る
鉄
剤
を
混
ぜ
る
と
黒
い
沈
殿
が
で

き
ま
す
。
こ
れ
は
お
茶
に
含
ま
れ
る

タ
ン
ニ
ン
酸（
コ
ー
ヒ
ー
に
も
含
ま
れ

ま
す
）と
鉄
と
が
結
合
し
て
生
じ
た
物

質
で
す
。
こ
の
物
質
は
水
に
溶
け
に

く
く
、
そ
れ
に
よ
り
鉄
が
吸
収
さ
れ

に
く
く
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
で
す
が
、
最
近
の
研
究
で
は
タ

ン
ニ
ン
に
よ
る
吸
収
阻
害
は
無
視
で

き
る
程
度
と
考
え
ら
れ
て
い
て
、
鉄

剤
を
飲
ん
で
い
る
か
ら
と
い
っ
て
お

茶
や
コ
ー
ヒ
ー
を
控
え
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
よ
う

で
す
。

こ
の
よ
う
に
薬
は
飲
み
方
に
よ
っ

て
は
効
果
を
弱
め
た
り
、
強
め
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
お
気
軽

に
か
か
り
つ
け
の
薬
剤
師
さ
ん
に
相

談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者

　
笠
間
市
内
に
在
住
の
満
65
歳
以
上

の
方
と
同
伴
の
家
族（
市
内
在
住
）

の
方
1
名
ま
で

場
所
お
よ
び
入
館
料

　
笠
間
日
動
美
術
館
お
よ
び
春
風
萬

里
荘
、
と
も
に
無
料

※�

自
己
申
告
と
し
免
許
証
・
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
・
保
険
証
等
で
の

確
認
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

期
　
間

　
平
成
31
年
3
月
31
日
ま
で

開
館
時
間

　
午
前
9
時
30
分
か
ら
午
後
5
時

（
入
館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

休
館
日

　
月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
開
館
し

翌
日
休
館
）、
年
末
年
始

【
開
催
中
の
企
画
展
】

笠
間
市
台
湾
交
流
事
務
所
開
設
記
念

「
台
湾 

ね
こ
う
ら
ら
」

　
ね
こ
写
真
家
　
関せ

き 

由ゆ
か香

5
月
26
日（
土
）～
7
月
29
日（
日
）

お
く
す
り
相
談  

お
薬
の
正
し
い
飲
み
方

65
歳
以
上
の
方
は
、笠
間

日
動
美
術
館
・
春
風
萬

里
荘
の
入
館
料
が
無
料

に
な
り
ま
す

【
問
い
合
わ
せ
】市
立
病
院　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

0
2
9
6
―
77
―
0
0
3
4

【
問
い
合
わ
せ
】生
涯
学
習
課（
内
線
3
8
5
）

笠間市立病院　薬剤師　江
え じ り

尻　幸
ゆき

72 Life Long Learning＝生涯学習

市内小中学生も出品にむけて
作品づくりに挑戦しました。
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平
地
林
や
里
山
林
の

整
備・保
全
を
支
援
し
ま
す

①
事
業
の
対
象
条
件

　

・�

民
有
林
ま
た
は
事
業
実
施
後
に
森
林
と
な
る
こ
と
が
確
実
な
区
域
で
あ
っ
て
、
地

域
の
環
境
保
全
に
寄
与
す
る
区
域

　

・�

市
町
村
と
森
林
所
有
者
等
に
お
い
て
、
10
年
間
の
森
林
の
転
用
禁
止
な
ど
を
定
め

た
森
林
保
全
管
理
協
定
が
締
結
さ
れ
る
こ
と
が
確
実
な
区
域

②
実
施
で
き
る
内
容

　

・�

植
栽
、
刈
払
い
、
整
理
伐
、
枝
打
ち
な
ど
の
森
林
整
備
の
ほ
か
、
作
業
道
の
開
設

や
木
柵
な
ど
も
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
整
備
の
例

　

・�

平
地
林
、
里
山
林
の
整
理
伐
等
整
備

　

・
通
学
路
等
道
路
沿
い
の
森
林
整
備

　

・
森
林
に
侵
入
す
る
竹
の
駆
除

　

・
有
害
鳥
獣
（
イ
ノ
シ
シ
）
対
策
と
し
て
の
里
山
林
整
備

【
募
集
期
間
】平
成
30
年
8
月
末
ま
で

【
問
い
合
わ
せ
】	

◎
農
政
課（
内
線
5
3
0
）

	

◎
茨
城
県
県
央
農
林
事
務
所
林
業
振
興
課

	

　
T
E
L 

0
2
9
―
2
3
1
―
2
0
7
9

　

県
で
は
、
森
林
湖
沼
環
境
税
を
活
用
し
た
「
身
近
な
み
ど
り
整
備
推
進
事
業
」
に
よ
り
、

荒
廃
し
た
平
地
林
や
里
山
林
の
手
入
れ
を
進
め
て
い
ま
す
。
お
近
く
に
手
入
れ
が
必
要
な
平

地
林
や
里
山
林
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

笠
間
の

歴
史
探
訪

元
笠
間
市
立
美
術
館

42

　
「
閉
館
し
久
し
き
市
立
美
術
館

　

  

在
り
し
な
が
ら
の
格
子
窓
み
ゆ
」

　

閉
館
し
た
笠
間
市
立
美
術
館
の
建
物
は
、

佐
白
山
ろ
く
公
園
内
に
往
時
の
姿
の
ま
ま

ひ
っ
そ
り
と
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
館
の

設
立
に
は
次
の
よ
う
な
事
情
が
あ
り
ま
し

た
。

　

終
戦
後
間
も
な
く
、
笠
間
町
長
の
根
本
政

太
郎
（
後
に
笠
間
市
名
誉
市
民
）
は
、
こ
れ

か
ら
の
笠
間
町
を
「
文
化
と
芸
術
の
ま
ち
づ

く
り
」
の
構
想
か
ら
、
昭
和
二
十
五
年

（
一
九
五
〇
）
に
笠
間
町
立
美
術
館
を
創
設

し
ま
し
た
。

　

美
術
館
の
建
物
は
、
明
治
三
十
三
年

（
一
九
〇
〇
）
に
明
治
天
皇
が
行
幸
さ
れ
て
、

宿
泊
さ
れ
た
西
茨
城
第
一
高
等
小
学
校
の
校

舎
が
、
国
の
特
別
史
跡
（
行あ

ん
ざ
い
し
ょ

在
所
）
と
し
て

保
存
さ
れ
、戦
後
史
跡
が
解
除
さ
れ
た
の
で
、

こ
の
二
階
建
て
の
校
舎
を
活
用
し
ま
し
た
。

　

同
館
の
美
術
品
に
は
、
近
隣
市
町
村
の
当

時
の
国
宝
仏
像
を
直
接
石
膏
で
型
ど
り
を
し

て
安
置
し
ま
し
た
。
こ
の
コ
ピ
ー
仏
像
は
、

そ
の
後
「
文
化
財
保
護
法
」
に
よ
り
、
同
手

法
で
は
コ
ピ
ー
が
出
来
な
く
な
り
、
笠
間
の

石
膏
仏
像
は
日
本
で
唯
一
の
作
品
で
す
。
開

館
式
は
十
一
月
一
日
に
彫
刻
家
平ひ

ら
ぐ
し
で
ん
ち
ゅ
う

櫛
田
中
の

揮き
ご
う毫
に
よ
る
看
板
（
現
存
）
を
掲
げ
、
開
眼

供
養
に
は
東
大
寺
官
長
の
北
河
原
公
海
大
僧

正
の
導
師
で
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
常
土
社
会
員
の
筆
に
よ
る
十
五

点
の
笠
間
の
歴
史
画
や
奈
良
薬
師
寺
や
兵
庫

県
鶴
林
寺
の
仏
像
も
加
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
町
営
の
美
術
館
と
し
て
世
界
の
美
術
年

鑑
に
も
登
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

運
営
で
は
菊
ま
つ
り
の
菊
人
形
入
館
料
と

共
通
券
に
し
た
り
、
各
種
展
覧
会
を
開
催
も

し
ま
し
た
。
昭
和
三
十
三
年
市
立
に
な
り
ま

し
た
が
、
同
三
十
六
年
に
入
館
者
の
減
少
と

諸
経
費
な
ど
で
閉
館
に
な
り
ま
し
た
。

　

同
館
は
、
明
治
中
期
の
建
物
で
、
教
育
、

天
皇
の
御
座
所
、国
史
跡
と
歴
史
が
刻
ま
れ
、

戦
後
の
笠
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
根
幹
の
役
目

を
果
た
し
ま
し
た
。
新
笠
間
市
の
市
民
憲
章

に
「
歴
史
と
文
化
を
大
切
に
し
、
豊
か
で
う

る
お
い
の
あ
る
ま
ち
に
」
が
あ
り
ま
す
が
、

同
館
の
存
在
は
そ
の
原
点
で
す
。
北
茨
城
市

五
浦
の
六
角
堂
と
同
様
、
笠
間
市
で
も
長
く

保
管
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
市
史
研
究
員　

小こ
む
ろ室 

昭あ
き
ら
）

元笠間市立美術館
（笠間市ふるさと資料館）
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夏
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

　

図
書
館
や
本
に
つ
い
て
、
ク
イ

ズ
形
式
で
楽
し
く
学
び
ま
す
。

◯
笠
間
図
書
館
　
　
　
　
　
　
　

　
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

　
7
月
31
日（
火
）～
8
月
19
日（
日
）

◯�

友
部
図
書
館
　
　
　
　
　
　
　 

と
し
ょ
か
ん
ま
ほ
う
が
っ
こ
う

　
7
月
27
日（
金
）～
8
月
12
日（
日
）

◯
岩
間
図
書
館
　
　
　
　
　
　
　

　
ク
イ
ズ
で
ビ
ン
ゴ
！

　
8
月
3
日（
金
）～
9
月
2
日（
日
）

◯
笠
間
図
書
館

　
6
月
29
日（
金
）～
7
月
25
日（
水
）

　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、
図

書
館
の
棚
や
館
内
各
所
に
、
星
を

テ
ー
マ
に
し
た
写
真
や
陶
芸
な
ど

ア
ー
ト
作
品
や
図
書
が
展
示
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
や
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
も
行
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〈
関
連
イ
ベ
ン
ト
〉

★
7
月
7
日（
土
）

　
「�

星
の
読
み
聞
か
せ
～
語
り
と

歌
と
音
楽
と
　
宮
沢
賢
治

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
ナ
イ
ト
～
」

　
　
（
事
前
申
し
込
み
制
）

★
7
月
14
日（
土
）

　「
星
空
撮
影
講
座
」

　「
星
空
観
測
会
」

　
　
（
参
加
自
由
）

★
7
月
21
日（
土
）

　「
ピ
ク
ニ
ッ
ク
ラ
イ
ブ
」

　
　
（
参
加
自
由
）

★
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
6
月
29
日（
金
）～
7
月
25
日（
水
）

　
「
星
空
写
真
展
」

※�

イ
ベ
ン
ト
詳
細
は
笠
間
市
立
図

書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

◯�

友
部
図
書
館
　
　
　
　
　
　
　

夏
の
手
作
り
絵
本
教
室

日
　
時

　
7
月
28
日（
土
）・8
月
4
日（
土
）

　
　
　
午
前
9
時
30
分
～
正
午

会
　
場

　
友
部
図
書
館　
2
階
視
聴
覚
室

対
　
象

　

�

3
歳
～
高
校
生
ま
で（
8
歳
以

下
は
保
護
者
同
伴
）

※
両
日
と
も
参
加
で
き
る
方

定
　
員　
20
名（
先
着
順
）

参
加
費　
無
料

申
し
込
み
期
間

　

�

6
月
16
日（
土
）～
7
月
7
日（
土
）

（
休
館
日
を
除
く
）

申
し
込
み
方
法

　

�

友
部
図
書
館
窓
口
で
直
接
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い

◯
岩
間
図
書
館
　
　
　
　
　
　
　

　
苦
手
な
人
の
た
め
の
　
　
　

　
読
書
感
想
文
入
門

日
　
時

　
8
月
3
日（
金
）・8
月
10
日（
金
）

※
全
2
回

　
1
～
3
年
生
：

　
　
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

　
4
～
6
年
生
：

　
　
　
午
後
1
時
30
分
～
3
時

会
　
場

　
岩
間
図
書
館　
学
習
室

対
　
象

　
�

小
学
生（
1
～
3
年
生
は
保
護
者

同
伴
）

※
両
日
と
も
参
加
で
き
る
方

定
　
員　
各
10
名（
先
着
順
）

申
し
込
み
期
間

　

�

7
月
4
日（
水
）～
7
月
14
日（
土
）

（
休
館
日
を
除
く
）

申
し
込
み
方
法

　

�

岩
間
図
書
館
へ
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い

受
け
付
け
時
間

　
午
前
9
時
～
午
後
5
時

各館の行事予定　7月

ク
イ
ズ
（
対
象
：
小
学
生
）

星
の
図
書
館

～�

星
好
き
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

た
ち
の
星
の
ア
ー
ト
展

体
験
型
イ
ベ
ン
ト

笠　間　図　書　館
◆おはなし会	
（0～3歳向け　午前11時～11時20分）
7月  6日（金）『うちわぱたぱた』ほか
7月20日（金）『まぜまぜぷーちゃん』ほか
◆おはなし会	
（4歳～小学生向け　午後2時～）
7月  1日（日）『�たなばたバス』ほか

　〈アイ アイ〉
7月  8日（日）『きょうのおやつは』ほか

　〈箱田エプロン・ママ―ズ〉
7月15日（日）�『めっきらもっきらどお

んどん』ほか
	 〈はぁとtoはぁと〉
7月22日（日）�『にんじゃあまがえる』

ほか〈ハッピー〉

友　部　図　書　館
◆おはなし会	
（0歳～3歳向け　午前11時～）
7月  5日（木）『へんなおばけ』ほか
7月19日（木）『�くだものいろいろかく

れんぼ』ほか
◆おはなし会	
（4歳～小学生向け　午後2時～）
7月  1日（日）来てのおたのしみ！

〈すみれのWA〉
◆ブックdeトーク（一般向け）
7月28日（土）午後1時30分～午後3時
◆名作映画会（午後2時～）
7月22日（日）『チップとデール』（56分）

◆ ギャラリー
◇6月26日（火）～7月8日（日）
　「絵手紙展示」友部絵手紙同好会
◇7月10日（火）～7月22日（日）
　「�書・写真・絵画・木工品・その他展

示」笠間警友会
◇7月24日（火）～8月5日（日）
　「写真展示」春秋写心クラブ

岩　間　図　書　館
◆おはなし会	
（0歳～3歳向け　午前11時～午前11時30分）
7月12日（木）『かっくんこ！』ほか
＊場所：岩間子育て支援センター くりのこ

― お 知 ら せ ―
7月31日（火）まで岩間支所改修
工事のため岩間図書館は休館です。
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4438番地7）
TEL 0299-57-3357

笠間の家からのお知らせ
笠間の作家　家具展
　笠間の木工作家5名による椅子等の
展示をします。
期間▶7月3日（火）〜22日（日）
　�7月3日（火）・15日（日）にはワーク

ショップあり。
内�容▶①木で時計作り　午前10時～、

午後1時～（参加費2,000円・1ドリ
ンク付）

　②�30種類の木から選べるカード立て
作り（2個作成1,000円・1ドリン
ク付）

Home展
　笠間市出身の若手作家による陶芸と
書を展示します。
期間▶7月24日（火）〜29日（日）
場所▶笠間の家ギャラリー
申・問 笠間の家（笠間市下市毛79-9）
TEL 0296-73-5521

ゆかいふれあいセンターから
のお知らせ

「夏休み子ども短期水泳教室」
参加者募集
 未就学児は水に慣れること・小学生は
水泳の基礎技術を学ぶことを目的とし
て開催します。
日時▶
・幼児（年少～年長）
　幼児A：7月24日（火）～27日（金）
　　午前10時15分〜11時15分
　幼児B：7月31日（火）～8月3日（金）
　　午前10時15分〜11時15分

・小学生（1年～6年）
　　小学生A：7月24日（火）～27日（金）
　午前11時30～午後0時30分
　　小学生B：7月31日（火）～8月3日（金）
　午前11時30分～午後0時30分
場�所▶ゆかいふれあいセンター　プール
内�容▶・未就学児は水慣れを主体とし、

楽しみながら水泳に親しみ、その中
で水泳の基礎を学びます。

　・�小学生は水泳の基礎技術を学ぶク
ラス。基礎が出来たらクロールを
学びます。

　　�クロール25m完泳できるお子様は
他泳法（背泳ぎ・バラフライ・平
泳ぎ）に挑戦

対�象▶幼児（年少～年長）・小学生（1
～6年）

定�員▶幼児各クラス15名・小学生各ク
ラス20名（先着順）

参�加費▶各クラスとも4,800円（税込）
/4日間

申�し込み方法▶直接フロントにて（印
鑑・受講料を添えて）

　※電話での申し込み不可
申�し込み期間▶7月14日（土）午前9時

～定員になり次第締め切り
必�要なもの▶お手持ちの水着・水泳帽

子・バスタオル・ゴーグル（任意）

「キッズヒップホップ短期教室」
の参加者募集
　小学校低学年の子どもたちが、ヒッ
プホップダンスを楽しむことを目的に開
催します。
日時▶7月～8月の毎週土曜日
　�7月7日（土）、14日（土）、21日（土）、

28日（土）、8月4日（土）、11日（土）、
18日（土）、25日（土）の全8回

　�午前10時10分〜11時10分（全8回）
場�所▶ゆかいふれあいセンター　スタジオ

内�容▶子どもたちがヒップホップダン
スに親しみ、最終日にセンター内で
発表会を行う。

講�師▶ゆかいふれあいセンター　ヒップ
ホップインストラクターMIKAさん

対象▶小学1～6年生
定員▶10名（先着順）
参加費▶4,800円/1ヶ月
　※�ただし、受け付け時に2か月分ま

とめて徴収
申�し込み方法▶直接フロントにて（印

鑑・受講料を添えて）
　※電話での申し込み不可
　※�申し込みはご兄弟・姉妹・ご家族

のお子様の申し込みに限ります。
申�し込み期間▶6月23日（土）午前10

時～定員になり次第締め切り
必�要なもの▶動きやすい服装・シュー

ズ・飲み物
申・問 ゆかいふれあいセンター（仁古
田長兎路入会地1-171）
TEL 0296-78-3796

※�納税には、簡単で便利な口座振替をご
利用ください。
※�納期限を過ぎると延滞金が加算されま
す。早めの納税をお願いします。
※�口座振替で納付の方は預金残高の確
認をお願いします。

6月の納税等
納期限： 7月2日（月）
市 県 民 税
介 護 保 険 料

（1期分）
（2期分）
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�児童手当現況届提出のお願い
　児童手当を受ける方は、毎年6月に「現
況届」の提出が必要になります。提出を
必要とする受給者の方には、市から提
出書類が郵送されます。
　「現況届」の提出がないと、6月分以
降の手当が受けられなくなりますので
ご注意ください。
期�限▶6月29日（金）まで（土日を除く）
場�所▶本所子ども福祉課または支所福

祉課窓口
時間▶午前9時～午後5時
　※�混雑が予想されますので、事前に

必要事項を記入のうえご持参くだ
さい。

提�出書類▶現況届（必要に応じて添付
書類の提出が必要です。詳細につい
ては同封の案内をご覧ください。）

そ�の他▶・郵送での申請は受け付けて
いません。

　・�厚生年金等に加入されている受給
者の方は、健康保険被保険者証の
写しを現況届裏面にのり付けして
ください。

　・�子ども福祉課・支所福祉課では窓
口延長日はありません。

　　�ただし次の日程のみ受け付け時間
を午後7時30分まで延長します。

　　�岩間支所 福祉課：6月19日（火）
　　本所 子ども福祉課：6月20日（水）
　　笠間支所 福祉課：6月21日（木）
問 子ども福祉課（内線165）・笠間支
所福祉課（内線72134）・岩間支所福
祉課（内線73171）

トモアからのお知らせ
�毎週木曜日は「映画の日」
トモア駅前シネマのご案内
　週替わりで懐かしの名画・話題の映
画を上映します。
　7月は「外国映画特集」です！
　5日「幸せはシャンソニア劇場から」、
12日「PK」、19日「迷子の警察音楽隊」、
26日「イロイロぬくもりの記憶」。
日�時▶毎週木曜日 ①午前10時～ ②午

後1時～ ③午後4時～ ④午後7時～
料�金▶一般1,000円　身障者・シニア

800円　子ども500円
場�所▶地域交流センターともべ「トモ

ア」マルチホール
申・問 地域交流センターともべ「トモ
ア」（友部駅前1番10号）
TEL 0296-71-6637

あたごからのお知らせ
英語とダンスの親子スクール　

『えいごユニーク』
　「英語とダンス」を「子どもと保護者」
で同時にできる教室です。
日�時▶月4回／水曜日　午前10時〜10

時40分（0～3歳とその親）
　�月4回／金曜日　午後3時30分〜4

時15分（3歳以上とその親）、午後4
時20分〜5時20分（小学生とその親）

参加費▶4,500～5,000円

プリザーブドフラワーを使った
フラワーアレンジメント教室の
募集
　プリザーブドフラワーを使ってカッ
プや鉢へ生け花のように植えつけるア
レンジメントです。
日時▶6月23日（土）午前10時～正午
定�員▶15名（先着順／応募者多数の場

合は抽選）
参加費▶1,000円
　（材料費別途2,000円）

ハープで奏でる
「いろはクラシック」
　クラシック音楽と歌の「いろは」を学
びながらアイリッシュハープの演奏を
楽しみませんか。学び＆演奏を楽しむ
定期開催のミニコンサートです。
日�時▶毎月第4火曜日　開場／午後2

時45分　開演／午後3時
　※�初回6月26日（火）のみ午後6時

30分開演
定員▶40名
参加費▶700円

ワインデマミのワイン講座
　テレビ・ラジオ・雑誌で有名な水戸の
女性シニアソムリエによるワインのいろ
はから、ワインと合う料理の楽しみ方な
ど説明と試飲を楽しむ気軽な講座です。
日�時▶6月27日（水）午後6時〜8時
定員▶40名
参加費▶3,500円（オードブル付き）
申・問 地域交流センターいわま（下郷

案 内

エコフロンティアかさま監視委員会活動報告（実施日 4月26日）

　環境保全事業団に対して、大気・騒音・
振動・悪臭・水質・土壌等のモニタリン
グ結果について資料の提出を求め、その
資料に基づき説明を受けた。
①�　溶融炉排ガスについて、年2回実施
した法定検査ではすべての項目で管理
目標値に適合していた。また、連続監
視でも、窒素酸化物、塩化水素、一酸
化炭素について管理目標値をわずかに
超える時間帯があったが、法律で定め
られた規制基準は満たしていた。

②�　場内モニタリング井戸の調査では、
4井戸中3井戸で有害物質はほとんど
定量下限値以下であり、環境基準を満
たしている。また、1井戸では鉄分、
マンガンが他の井戸と比較して高く、
さらに環境基準を上回るヒ素が前年度
同様検出されたが、地質の影響による
自然由来のものである。
　�　周辺民家モニタリング井戸の調査で
は、6井戸中4井戸で一般細菌等が水
道水質基準を超過したが、工事前調査
結果と同様の傾向である。

③�　場内出入口付近に位置する現況保全
地（湿地）に生育・生息するシラン、ハッ
チョウトンボ、オゼイトトンボ等はこ
れまでと同様に確認された。
④�　その他全般的に環境基準などの目標
値を達成しており、今後とも適正に維
持管理していくことが求められる。

【次回の監視活動】
　搬入車両等対策について実施

申 …申し込み　問 …問い合わせ

【平成29年度環境モニタリング】
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地
域
の
取
り
組
み
へ
の
支
援

◎
地
域
集
積
協
力
金

　

地
域
に
お
け
る
話
し
合
い
に
よ
り
、
地

域
で
機
構
に
ま
と
ま
っ
た
農
地
を
貸
し
付

け
た
場
合
、
当
該
地
域
の
取
り
組
み
を
支

援
し
ま
す
。

【
交
付
対
象
】

　
市
内
の
地
域　
※「
地
域
」と
は
、
集
落・

学
校
区
な
ど
、
実
際
の
話
し
合
い
の
単
位

と
な
っ
た
外
縁
が
明
確
に
な
っ
て
い
る
同

一
市
町
村
内
の
区
域
を
い
い
ま
す
。

【
交
付
単
価
】

　
1
0,
0
0
0
円
／
10
ａ
（
標
準
額
）

【
交
付
要
件
】

①
機
構
へ
の
貸
付
割
合

　

�

地
域
内
の
農
地
の
20
％
超
が
機
構
に
貸

し
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と

②
新
規
面
積
の
割
合

　

�

機
構
に
貸
し
付
け
る
農
地
の
う
ち
新
た

に「
担
い
手
」（注
）へ
集
積
さ
れ
る
農
地
の

割
合
が
25
％
以
上
で
あ
る
こ
と

※�

新
規
面
積
の
割
合
が
25
％
に
満
た
な
い

場
合
は
、
交
付
単
価
が
変
わ
り
ま
す
。

【
協
力
金
の
使
途
】

　

地
域
が
市
と
相
談
の
上
、
地
域
農
業
の

発
展
に
資
す
る
と
考
え
ら
れ
る
方
法
で
自

由
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

個
々
の
農
地
の
出
し
手
へ
の
支
援

◎
経
営
転
換
協
力
金

【
交
付
対
象
】

　

機
構
へ
自
作
地
を
貸
し
付
け
た
農
業
者

等①�

農
業
部
門
の
減
少
に
よ
り
経
営
転
換
す

る
農
業
者

②
リ
タ
イ
ア
す
る
農
業
者

③
農
地
の
相
続
人

【
交
付
要
件
】

　

す
べ
て
の
自
作
地
を
10
年
以
上
機
構
に

貸
し
付
け
、
か
つ
農
地
が
機
構
か
ら「
担
い

手
」（注
）に
貸
し
付
け
ら
れ
る
こ
と

【
交
付
単
価
】

　
1
0,
0
0
0
円
／
10
ａ
（
標
準
額
）

※�

交
付
対
象
は
、
新
規
集
積
面
積
の
み
で

す
。

※�

遊
休
農
地
の
所
有
者
は
、
解
消
し
て
い

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※�「
担
い
手
」（注
）に
特
定
農
作
業
委
託
中
の

農
地
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

◎
耕
作
者
集
積
協
力
金

【
交
付
対
象
】

　

機
構
の
借
受
農
地
に
隣
接
す
る
農
地
ま

た
は
面
的
集
積
要
件
を
満
た
す
原
則
2
筆

以
上
の
農
地（
交
付
対
象
農
地
）の
機
構
へ

の
貸
付
け
に
協
力
し
た
農
業
者

【
交
付
要
件
】

　

農
地
を
10
年
以
上
機
構
に
貸
し
付
け
、

か
つ
農
地
が
機
構
か
ら「
担
い
手
」（注
）に
貸

し
付
け
ら
れ
る
こ
と

【
交
付
単
価
】

　
5,
0
0
0
円
／
10
ａ

※�

遊
休
農
地
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※�「
担
い
手
」（注
）に
特
定
農
作
業
委
託
中
の

農
地
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

（
注
）�「
担
い
手
」
と
は
、
認
定
農
業
者
、

認
定
新
規
就
農
者
で
す
。

�

◎
メ
リ
ッ
ト
措
置
を
受
け
る
た
め
の

　
申
し
込
み
期
限

　
8
月
31
日（
金
）ま
で

※�

期
限
内
に
申
し
込
ん
だ
場
合
で
も
、
要

件
に
満
た
な
い
と
メ
リ
ッ
ト
措
置
が
受

け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

農
地
中
間
管
理
事
業
の
メ
リ
ッ
ト
措
置

今
年
が
最
終
年
で
す
！

平
成
30
年
度

【
問
い
合
わ
せ
】農
政
課（
内
線
5
4
1
）・
笠
間
市
農
業
公
社 

T
E
L 

0
2
9
6
―
73
―
6
4
3
9
・
農
地
中
間
管
理
機
構 

T
E
L 

0
2
9
―
2
3
9
―
7
1
3
1

農
地
中
間
管
理
機
構
に
農
地
を
10
年
以
上
貸
し
付
け
た
場
合
、
次
の
よ
う
な
支
援
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※�

平
成
29
年
度
ま
で
の
単
価
と
異
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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◀左から、グルメイト 檜
ひ や ま

山 より子
こ

さん、cafe柚の木 高
たかまつ

松 紀
の り こ

子さん ・ 吉
よ し い

井 澄
す み こ

子さん、 
　グルメイト 山

や ま だ
田 眞

ま ゆ み
弓さん 

　

笠
間
市
は
、
全
国
有
数
の
栗
産
地
で
す
。
今
年
も

栗
の
収
穫
時
期
で
あ
る
9
月
か
ら
11
月
ま
で
「
笠
間

て
く
て
く
栗
図
鑑
2
0
1
8
秋
」
掲
載
店
の
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
を
開
催
し
、
多
く
の
方
に
地
元
の
栗
を

使
っ
た
料
理
や
菓
子
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
機
会
を

創
出
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
年
の
「
笠
間
て
く
て
く
栗
図
鑑

2
0
1
8
秋
」
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
、
店
舗
を
募

集
し
ま
す
。

【
対
象
】

　
市
内
産
の
栗
加
工
品
を
製
造
・
販
売
す
る
菓
子
店
、

飲
食
店
、
旅
館
な
ど

【
申
し
込
み
条
件
】

　
市
内
に
事
業
所
等
を
有
し
、
市
税
を
完
納
し
て
い

る
こ
と

【
募
集
店
数
】28
店（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

【
掲
載
料
】5,
0
0
0 

円
／
店

　
（
サ
イ
ズ　
縦
：
約
7
㎝
×
横
：
約
7
㎝
）

【
申
し
込
み
方
法
】

　
「
笠
間
市
広
告
掲
載
申
し
込
み
書
」お
よ
び「
笠
間

て
く
て
く
栗
図
鑑
2
0
1
8
秋 

掲
載
記
入
シ
ー
ト
」

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申

し
込
み
書
等
は
、
笠
間
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼http

：//www.city.kasam
a.lg.jp

※�

内
容
に
よ
っ
て
は
掲
載
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
期
限
】6
月
29
日（
金
）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】農
政
課（
内
線
5
2
6
）

笠
間
て
く
て
く
栗
図
鑑

2
0
1
8
秋
の
掲
載
店
を
募
集
し
ま
す笠間てくてく栗図鑑2017秋（中面） 笠間てくてく栗図鑑2017秋（外面）

地産地消＝食べて、かさま応援！
地産地消応援団の「笠間グルメイト」が、地産地消協力店をレポー
トします。この記事に関するお問い合わせは、農政課（内線528）へ。

cafe 柚
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き

今月の
訪問先

　「 cafe柚の木」のランチメニューは、笠間焼の器を使ったプレー
トランチです。プレートには、3種類から選べるメインの料理（ハ
ンバーグ・魚・しょうが焼き）、エビフライとサラダ、旬の地元野
菜を使った煮物や漬物などの副菜が、彩り豊かに並びます。
　「地元の笠間焼の器で、地元のお野菜を召しあがっていただきた
い」との想いから、笠間焼の器を複数組み合わせています。食材は、自家製野菜や市内の直
売所で販売されている野菜を使っているそうです。
　「目でも楽しんでいただけるように、さまざまな彩りの野菜を使うようにしています。」と
おっしゃっていた通り、味だけでなく、見た目にも楽しめるランチになっています。

　「 cafe柚の木」は、平成26年にオー
プンした、田園風景の中に佇む和風の
カフェです。
　テーブルやついたて作り、内装の塗
装など、できるところはご家族の手作
りで改装したという店内は、元の納屋
を活かした落ち着いた空間
となっています。
　「カフェをオープンした
い」という想いを抱いてい
た高松さんを、ご家族が後
押しするかたちでオープン
しました。

　店名の「 cafe柚の木」は、文字の雰
囲気が優しくて覚えやすく、スタッフ
やお客様に愛されるようにと考えられ
ました。
　お店からのぞむ田園風景もとてもの
どかで、店内のアットホームな雰囲気

を求めて、遠方からのリピー
ターも多くいらっしゃるそう
です。
　今後の目標としては、「何
度来ても楽しんでいただける
ようなお店にしていきたい」
とおっしゃっていました。

～田園風景の中のアットホームなカフェ～
～取材を終えて～
・�高松さんのあたたかい人柄がとても素敵で、ま
た行きたくなるお店でした。満席になる日も多
いそうなので、来店の際にはご予約をおすすめ
します！
・�ご家族でカフェを営まれているアットホームさ
が伝わってくる、居心地の良いお店でした。

笠間焼と野菜の彩り嬉しいプレートランチ

※取材にご協力いただける地産地消協力店を随時募集しています。

　　　　　　　　　　　　代表：高
たかまつ
松 紀

のりこ
子さん

住所：笠間市笠間4472
TEL：080-1243-4291 
営業時間：午前11時30分～午後4時00分
　　　　　　※ラストオーダー 午後2時30分
定 休 日：毎週火曜日・土曜日　※不定休あり

cafe 柚の木
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【問い合わせ】
国体推進室（内線242）

レタス………………… 4枚
きゅうり……………… 1本
ミニトマト…………… 8個
わかめ…………………40g

　ごま油………………大さじ1/2
　ラー油………………大さじ1/2
　しょうゆ……………大さじ1/2
　鶏がらスープの素…小さじ1/2
炒りごま………………………少量

◯広報かさまに掲載されているあなたの写真を差し上げます。お問い合わせは秘書課（内線225）まで。
◯市ホームページモバイル版では、行政・災害などのさまざまな情報をお届けしています。
　http://www.city.kasama.lg. jp/mobile

●人　口：75,187人（−73人）　男 36,816人（−41人）　女 38,371人（−32人）
●世帯数：28,786世帯（＋68世帯）　●4月の出生数：35人　●4月の死亡数：90人人口と世帯数 《常住人口5.1現在》

（　）内は前月比較

毎月19日は「食育の日」
家族と一緒に食卓を囲み、このレシピを試してみませんか？

栄養成分（1人分）
笠間焼うつわプレゼント

撮影に使用した笠間焼の器を抽選で１名様に差し上げます。このコーナーや
広報紙への感想等を添えて、住所・氏名・電話番号を明記のうえ、秘書課まで、
はがき（持参可）でお申し込みください。
※�当選者には、市役所本所秘書課まで器を受け取りに来ていただきます。

6月号締め切り：6月29日㈮必着

【笠間焼の提供】松
まつした

下 昇
しょうじ

二（本戸）サイズ：約14.5㎝×14.5㎝

主食（ごはん、パン、麺） 0
副菜（野菜、きのこ、いも、海藻料理） 1.5sv
主菜（肉、魚、卵、大豆料理） 0
牛乳・乳製品 0
果物 0

詳しくは 食事バランスガイド 検索

食事バランスガイド

ピリ辛レタスときゅうりのサラダ
材料（４人分）

作　り　方
❶ �ボウルでAを混ぜておく。
❷ �レタスは洗って水気をキッチンペーパーで取り、①のボウルに
手でちぎって混ぜておく。

❸ �きゅうりはスライサーで薄切りにし、塩（分量外）をふりかけし
ばらくおく。わかめは、一口大に切っておく。

❹ �ミニトマトは半分に切っておく。
❺ �水気を切ったきゅうりとわかめを①のボウルに入れて混ぜる。
❻ �皿に取り分けて、ミニトマトを盛りつけ、炒りごまをかける。

・エネルギー	 49kcal
・たんぱく質	 1.3g
・脂　　　質	 3.5g
・塩　　　分	 0.7g

A

リハーサル大会を実施します!
ゴルフ（少年男子）
2018年リハーサル大会

←笠間市
　国体HP

7月13日（金）
大会名：第73回国民体育大会
　　　　関東ブロック大会ゴルフ競技
　　　　（少年男子）

午前8時スタート
会場：宍戸ヒルズカントリークラブ
　　　西コース

参加人数：�24名（茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、山梨県の各都県選手3名）

ボランティア、協賛企業・団体、花いっぱい運動の協力団体、
弁当調製業者、売店出店者を募集中！

【購入についてのお問い合わせ】（一社）笠間観光協会 TEL 0296-72-9222

国体PRポロシャツを着て、大会を盛り上げませんか？

左胸デザイン

　国体の開催を市民の皆さんと盛り上げるため、国体PRポロシャツの
一般販売を行っています。左胸には国体バージョンの「笠間のいな吉」が。
　ぜひお買い求めください。
大人用：全7色／子供用：全6色　※詳細は笠間観光協会HPでご確認ください。

平成30年　広報かさま6月号（No.147） 24


